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公益社団法人豊島区薬剤師会 

 

広    報 
２０２３年５月号 

                編集委員  江村公良 南出美佐 前原直之 伊原孝子 佐藤栄輔 

 

 

※レセプト受付事業は令和５年３月をもって終了いたしました 

令和 5年 4月より返戻レセプトの原則オンライン化が始まりました。 

これに伴い、毎月行っていた豊島区薬剤師会でのレセプト受付事業も、令和 5年 3月をもって終

了とさせていただきました。 

 

※豊島区薬剤師会総会を開催いたします 

日時：令和 5年 6月 27日（火） 20:30～21:00（予定） 

場所：豊島薬業会館 

ご出席または委任状か議決権行使書の提出をお願いいたします。 

 

※別添の「豊島区薬業協同組合」の広報もご覧ください 

事業者用ごみ処理券の販売の案内もぜひご覧ください。 

 

 

都薬関連およびその他の重要な連絡事項など 

１) 認知症バリアフリー社会実現のための手引き」(薬局・ドラッグストア編) の活用につい

て 
今般、認知症官民協議会において「認知症バリアフリー社会実現のための手引き」(薬局・ドラッ

グストア編)が作成されました。 

本手引きを参考に、自局の業務に即した内容とした独自の接遇マニュアルを作成いただくなど、

各薬局でご活用ください。 

・日本認知症官民協議会 

https://ninchisho-kanmin.or.jp/guidance.html 

・認知症バリアフリー社会実現のための手引き 薬局・ドラッグストア編 

https://ninchisho-kanmin.or.jp/dcms_media/other/guide_drug.pdf  
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２) 新しい試み「トヤク雑誌くいず」等の掲載について 
東京都薬剤師会会員の皆様からのご意見・ご要望を把握するための新たな試みとして、会員の皆

様と双方向のコミュニケーションをとる場として「トヤク雑誌くいず」が昨年6月号よりスタートさ

れています。 

別添にアクセス方法をご案内しておりますので「都薬雑誌」開封の折には、表紙にあるQRコード

からGoogleフォームの「トヤク雑誌くいず」にご参加ください。表紙のうさぎが目印です。また「都

薬雑誌」の感想や記事に関するご希望をお寄せください。 

 

３) 「新型コロナウイルス感染症対策 薬局向けガイドライン」及び「みんなで安心マー

ク」の廃止について 
本年5月8日より新型コロナウイルス感染症の位置づけが「5類」に移行されたことに伴い、日本薬

剤師会より「新型コロナウイルス感染症対策 薬局向けガイドライン」及び「みんなで安心マーク」

の廃止についての通知がありました。 

なお、一方では、薬局における感染症対策は引き続き必要とされる状況であり、必要に応じてそ

のまま継続していただくことは可能です。 

 

 

豊島区薬剤師会からの連絡事項 

１）豊島区薬剤師会総会を開催いたします 

日時：令和 5年 6月 27日（火） 20:30～21:00（予定） 

場所：豊島薬業会館 

ご出席または委任状か議決権行使書の提出をお願いいたします。 

 

２）豊島区医薬品・情報管理センターで取り扱いの医療材料（投薬ビン、軟膏壺等）の料金改

定について 

医療材料については消費税改定前の価格を据え置いておりましたが、令和5年6月1日販売分より実

勢価格に合わせ、料金の改定を行わせていただきます。 

ご理解の程よろしくお願い申し上げます。 

料金につきましては、薬剤師会HPをご参照ください。 

 

３）新型コロナワクチン配付事業について 

新型コロナワクチンの接種拠点施設へ配付を行う事業ですが、現在も事業継続中です。 

拠点薬局におかれましては、引続きよろしくお願いいたします。 

 

４）高齢者の服薬情報提供事業へご協力のお願い 

当会と豊島区との共同事業「高齢者の服薬情報提供事業」へのご協力をいただき誠にありがとう

ございます。 

残薬バッグの追加をご希望の場合は、事務局までご連絡ください。 

なお、患者さんが来局され対応された先生は、引き続き翌月10日までに事務局まで所定の用紙に

て報告をいただけますようお願いいたします。 
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５）豊島区薬剤師会ホームページ更新について 

日々情報を更新しております。ご活用ください。 

 

■ https://www.toyoyaku.jp 

 

 ■会員専用ページのID、PWはいずれも「toshima」です。 

今後とも、内容の充実を図るとともに、よりわかりやすい情報を発信してまいりますので、何卒

よろしくお願い申し上げます。 

 

会員変更 

海野 匡紀  （Ａ）→  小松 真理 （Ａ）   マロン薬局目白店 

段木 幸子  （Ａ）→  海野 匡紀 （Ａ）   マロン薬局大塚店 

 

会員数報告 

Ａ 会 員 116 名 

Ｂ 会 員 12 名 

賛助会員 2 名 

合 計 130 名 

 

 

保険部より 

１）令和 4年度「薬薬連携推進事業」アンケート調査結果並びに「薬薬連携推進関係者連絡

会」協議内容について 

令和4年度事業（対象保健医療圏：区南部、区西南部、南多摩、西多摩）にご協力いただいた医療

機関及び保険薬局に対するアンケート調査結果及びその結果を踏まえて開催された「薬薬連携推進関

係者連絡会」での検討結果がまとまり、東京都薬剤師会より報告がございました。 

なお、トレーシングレポートは、薬物療法の有効性・安全性に必要な情報を医師等に確実に伝える

ための薬薬連携の重要なツールのひとつであり、その利用が患者への質の高い医療の提供へとつなが

ります。今後とも積極的に活用いただけますようよろしくお願いいたします。 

 

情報量が多いため、保険部ページより閲覧をお願いいたします。 

保険部ページ ＞ 会長会資料からの伝達事項 ＞ 令和5年5月資料 ＞ 報06_令和4年度「薬薬

連携推進事業」アンケート調査結果並びに「薬薬連携推進関係者連絡会」協議内容について 

https://drive.google.com/file/d/1rjmiCNKWzhJy1Nmfo_x2x5jhoRO4XdlU/view?usp=share_link 
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２）【再掲】「新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけの変更に伴う新型コロナウイ

ルス感染症に係る診療報酬上の臨時的な取扱いについて」のお知らせ内容の訂正について 

先日、FAXにて情報提供させて頂きました内容と同一のものになりますが再確認のため再掲いたしま

す。 

電話を用いた服薬指導は令和5年7月31日(月)をもって終了となりますのでご注意ください。 

 
 

３）生活保護法施行規則及び保険医療機関及び保険薬局の指定並びに保険医及び保険薬剤師

の登録に関する省令の一部を改正する省令の公布について 

厚生労働省保険局医療課より東京都薬剤師会を通じて周知依頼がございました。 

生活保護法施行規則及び保険医療機関及び保険薬局の指定並びに保険医及び保険薬剤師の登録に関

する省令の一部を改正する省令については、令和 5年 3月 31日付けで公布され、同年 7月 1日より施

行されるところです。 

改正の内容は、指定の申請、指定更新の申請、変更届、廃止届、休止届、再開届及び辞退届のそれぞ

れについて、保険医療機関等に係る届出の際に、同一契機で生保指定医療機関に係る届出を行う場合

については、生保指定医療機関に係る届出を保険医療機関等に係る届出と併せて地方厚生(支)局長に

提出し、地方厚生(支)局(分室を含む。以下同じ。)を経由して都道府県知事へ届け出ることができるこ

ととするとともに、保険医療機関等の届出と生保指定医療機関の届出を併せて地方厚生(支)局長に行

う場合の様式の改正その他所要の改正を行うというものです。 
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４）疑義解釈資料の送付について（その 48） 

厚生労働省保険局医療課より疑義解釈資料が送付されましたのでご確認をお願いいたします。 
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５）【再掲】令和 5年 5月 8日以降における新型コロナウイルス感染症治療薬の保険調剤につ

いて(公費支援措置の対象となる保険処方箋の取り扱い)  

日本薬剤師会より東京都薬剤師会を通じて事務連絡がございました。 

令和5年5月8日より、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の取り扱いが５類に変更されました。

これを踏まえ、新型コロナウイルス感染症治療薬（保険薬局においてはラゲブリオカプセル、パキロ

ビッドパック、ゾコーバ錠が対象。在宅患者の場合はベクルリー点滴静注用もあり得る）が投与され

た場合には、同9月末までの間、薬剤費の全額を公費支援の対象とする措置が講じられます（すなわち、

当該薬剤料に係る患者負担は生じません）。しかし、保険医療機関において当該治療薬の処方箋交付

を行う場合、医療機関側では公費支援措置の対象となる診療報酬点数項目がないことから、必ずしも

保険処方箋の「公費負担者番号」欄等に該当番号（28）が記載されるわけではありません。 そのため、

保険薬局において当該治療薬の投与に係る処方箋を受け付けた場合は、該当公費負担者番号等の記載

の有無に関わらず今般の公費支援措置の対象患者として取り扱い、一部負担金の計算やレセプト請求

において誤りが生じないよう対応いただくことが必要です。ご対応よろしくお願いいたします。 

 

R5.5.8～の公費番号（発行元が他県の場合でも都内薬局が応需する場合は東京都の番号） 

公費負担者番号（東京都）：28132801 

公費負担医療の受給者番号：9999996 
 

 

８）【再掲】保険に関する情報は「豊島区薬剤師会保険部グループページ」をご覧ください 

豊島区薬剤師会では保険関係の情報を細かく伝達するために、専用のページを設けております。 

URLより通知等の原文のPDFが閲覧可能です。 

https://drive.google.com/drive/u/1/folders/1Izvjl6An3GWZy3JDSlgLSOTVlawLkDRX 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://drive.google.com/drive/u/1/folders/1Izvjl6An3GWZy3JDSlgLSOTVlawLkDRX
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学術部より 

１）豊島区薬剤師会学術勉強会のお知らせ 

６月の勉強会は次のとおり実施いたします。 

日時：令和5年6月22日（木）19:45-21:30 

場所：今回は情報通信機器（Zoom）を用いて実施いたします。 

   東京芸術劇場より配信 

内容:「認知症の治療について」 

演者 東京都健康長寿医療センター 精神科 部長 古田 光 先生 

 

☆今回の勉強会は東京都薬剤師会薬剤師生涯研修認定制度の認定単位1点となります。 

☆申し込みを豊島区薬剤師会HPからの参加登録のみに限らせて頂きます。 

☆申し込み方法：豊島区薬剤師会HPにアクセス→「勉強会・研修会情報」→ 

「お申し込みはこちら」をクリック→必要事項を入力し送信 

☆参加受付開始日時：令和5年6月1日（木）9：00～6月19日（月）12:00 

☆ご参加を事前申し込み100名様までと限らせて頂きます。 

☆認定単位をご希望の方で薬剤師免許証コピー未提出の方は薬剤師免許証のコピーの 

FAXをお願いいたします。（過去に提出されていれば結構です。） 

 

２）【再掲】勉強会・研修会の単位付与について 

新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、現在のところ、豊島区薬剤師会の勉強会・研修会は、

情報通信機器を用いた研修を中心に実施しておりますが、単位付与についての問い合わせが増えて

おります。 

   情報通信機器を用いた研修の視聴確認は、WEBシステム上のログとキーワードの確認によって行

っております。 

   また、単位は個人への付与であることから、各自のログが必要であることと、視聴確認の観点か 

ら、キーワードの提示は不定期であり、かつ複数回の提示はないことをご理解いただきますようお

願いいたします。 

   なお、単位付与の基本的な考え方について豊島区薬剤師会ホームページに掲載しておりますので、

ご確認いただくようお願いいたします。 

 

 

薬学生実務実習関係 

１）【再掲】東京都薬剤師会‘学生向け’「とやく携帯メルマガ」配信のお知らせ 

東京都薬剤師会では、薬学生が、卒業後「東京都薬剤師会に入会しよう」という動機づけとなるこ

とを期待して、携帯電話によるメールマガジンの配信を開始します。実務実習受入薬局には案内ポ

スターを配布いたしますので、薬学生への案内をお願いいたします。なお、学生対象ですが、会員へ

の配信も可能です。 
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池袋あうる薬局輪番 

６月の輪番は以下の通りです。出動よろしくお願いいたします。 

お願い ～輪番に入る７日前までに、出動する方の氏名をあうる薬局まで連絡してください。 

６月 日 勤 ９：００ ～ １６：３０ 
準 夜 １６：００ ～ ２２：００ 

 受付事務入力兼任 

３日（土）     ダリヤ大塚台薬局 北池薬局 

４日（日） チチブ薬局 上池袋薬局 デイジー薬局東池袋店 北池薬局 

１０日（土）     あかまつ薬局 駒込中央薬局 

１１日（日） 池袋駅前げんき薬局 
雄飛堂薬局 

池袋トキワ通り店 
平和通り保健薬局 めぐみ薬局 

１７日（土）     ヒバリ薬局 あうる薬局 

１８日（日） 雄飛堂薬局上池袋店 さの薬局 よつば薬局池袋西口店 駒込中央薬局 

２４日（土）     池袋萬盛堂薬局 あうる薬局 

２５日（日） マロン薬局目白店 こまごめ薬局 あけぼの薬局南長崎店 めぐみ薬局 

 

長崎休日診療所派遣 

６月の輪番派遣は以下の通りです。出動よろしくお願いいたします。 

 

６月  

４日（日） 佐藤薬局 

１１日（日） いろり薬局東長崎店 

１８日（日） 池袋萬盛堂薬局 

２５日（日） 長崎調剤薬局 
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医薬品・情報管理センター報告 

○管理センター売上及び仕入 

2023年4月売上金額   ￥4,726,907－ 

2023年4月仕入金額   ￥6,750,034－ 

 

○相談件数 

4月 件数 

薬局からの在庫確認 199 

薬局からの処方箋応需 7 

患者からの処方箋応需 2 

医療用医薬品についての相談 6 

医療機関の紹介 1 

一般用医薬品についての相談 0 

その他 6 

合計 221 

 

○池袋あうる薬局処方せん受付状況 

4月 休日夜間 106 枚 

 そ の 他 319 枚 

 

○情報発信 

酒は百薬の長？ 

 

過剰なアルコールは体に悪いが、少しならまたは種類によっては体に良いとか考えられてきました

が、昨年 11月にアメリカで発表された研究にて「少量」でも健康を破壊すると報告されましたので、

今回はその内容について述べたいと思います。 

 

① 飲酒の健康リスクは「ほどほど」でも起こる 

 

科学者たちは、アルコールが健康上の問題を引き起こす主な原因は DNA の損傷であると考え

ています。アルコールを飲むと、体はアルコールを細胞に有毒な化学物質であるアセトアル

デヒドに代謝します。アセトアルデヒドは DNAを損傷し、身体の損傷の修復を妨げます。 

DNAが損傷すると、細胞が制御不能に増殖し、がん腫瘍が発生する可能性があります。 

アルコールは、また血管の内側を覆う細胞に特に有害となる可能性がある DNA 損傷の一種で

ある酸化ストレスも引き起こします。酸化ストレスは動脈硬化を引き起こし、高血圧や冠動

脈疾患を引き起こす可能性があります。 

それは DNA に根本的に影響を及ぼし、それが非常に多くの器官系に影響を与えます。生涯を

通じての慢性的なアルコール消費は時間の経過とともに組織にダメージを与えます。 

 

 

② アルコールは心臓に良いのは間違い 

 

少量のアルコール、特に赤ワインが有益である可能性があると主張されているため、アルコ

ールの心臓への影響は混乱を招きます。過去の研究では、アルコールは「善玉」コレステロ

ールである HDL コレステロールを上昇させ、ブドウ（および赤ワイン）に含まれる抗酸化物
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質であるレスベラトロールには心臓を保護する特性があることが示唆されていました。 

しかし、アルコールの心臓保護効果や健康効果と呼ばれるものの概念に真の疑問を投げかけ

る証拠が最近出てきています。さらに最近の研究では、飲酒量が少ない場合でも高血圧や心

臓病のリスクがわずかに増加し過度に飲酒する人のリスクは劇的に上昇することがわかって

います。 

アルコールは、心房細動として知られる異常な心拍リズムにも関連しており、血栓や脳卒中

のリスクを高めます。 

またアルコールは、頭頸部がん (口腔、咽頭、喉頭)、食道がん、肝臓がん、乳がん、結腸直

腸がんの 7種類のがんの直接の原因であることが知られています。 

 

③ 少量の飲酒でも肝疾患を招く恐れがある 

 

アルコール性肝疾患には 3 つの段階があります。臓器内に脂肪が蓄積するアルコール性脂肪

肝です。炎症が起こり始めるアルコール性肝炎。アルコール性肝硬変、または組織の瘢痕化。

最初の 2つの段階は、飲酒を完全にやめれば元に戻すことができます。第 3段階はそうでは

ありません。 

アルコール性肝疾患の症状には、吐き気、嘔吐、腹痛、目や皮膚が黄色くなる黄疸などがあ

ります。ただし、肝臓が重篤な損傷を受けるまでは症状が現れることはほとんどありません。

アルコール性肝疾患を発症するリスクは大量飲酒者で最も高くなりますが、ある報告では、

1 日 2 杯だけのアルコール飲料でも 5 年間飲み続けると肝臓に損傷を与える可能性があると

述べられています。 

 

喫煙とがんの関係についてはほとんどの人が知っていますが、アルコールも強力な発がん物質であ

ることを認識している人はほとんどいません。 

アルコールに関してもそのような認識をもつことが重要ですが、現状より量を減らすことで健康改

善に効果があるという報告もあります。飲酒が習慣化している場合は、少しでも量を減らす心がけを

することがよいと思われます。 

 

（2023.1.13 The New York Timesより引用） 

 

文責 河添 

 

理事会報告 

2023年 5月 16日（火）午後 8時 30分より豊島区薬業会館にて理事会が開催されました。 

出席者：佐野会長 伊原副会長 佐藤副会長 江村副会長 元谷常務理事 前原常務理事  

南出常務理事 黒須理事 林理事 内山理事 原嶋理事 小林理事 北川理事  

原田理事 藤平理事 

大澤監事 廣田監事 

 

○報告事項 

1. 東京都薬剤師会「地区及び職域薬剤師会会長会」資料報告 

2．学術・薬学実習生担当報告 

3．防災公衆衛生担当報告 

4．総務・会計担当報告 
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5．保険担当報告 

6．地域医療担当報告 

7．池袋あうる薬局担当報告 

8．新任の豊島区健康担当部長及び豊島区地域保健課長への挨拶報告 

9．後任事務長の報告 

 

○協議事項 

1.  情報発信のナンバリング設定の件 

さらに検討を進めて、あらためて協議することが決定された。 

2． 緊急医療救護所・医療救護所等備蓄医薬品管理委託契約医薬品の見直しの件 

 ジェネリック医薬品の供給状況などを考慮して、あらためて協議することが決定された。 

3. 緊急医療救護所・医療救護所の医薬品運搬用容器の件 

 運びやすい大きさの容器に変更いただけるよう豊島区地域保健課に要請していくことが決定

された。 

4． 健康展の件 

 前回意識して取り組んだ「啓発」というテーマを今後も発展させていくということが決定さ

れた。 

5． 服薬支援部会の件 

 今後はより積極的に活動を進めていくこと、現委員の小林先生に加え佐野会長、伊原副会長

及び藤平理事を委員に選定することが決定された。 

6． トレーシングレポート事業の件 

 今後はトレーシングレポート事業を進めていくことが決定された。 

7． 医療介護交流会の件 

 当会が四師会での今年度開催主担当として話を進めていくことが決定された。 

8． 医薬協議会の件 

 医師会の意向を確認した上で話を進めていくことが決定された。 

 

○審議事項 

1. 豊島区健康プラン推進会議委員の推薦の件 

佐野会長と伊原副会長を推薦することが決定された。 

2. くすりの適正使用協議会オリジナルお薬手帳無償提供キャンペーンの件 

  東京都薬剤師会よりの文書を基本に URLを記載して会員へ案内することが決定された。 

3. 新会員入会承認の件 

椎名町薬局菊池純子先生及び西池薬局ホテルメトロポリタン店綱島貴彦先生の B会員として

の入会が承認された。 

4. 容器代価格改定の件 

  管理センターの容器代価格改定が承認された。 

5. 土曜日輪番早出出動理事への出動費支給の件 

  土曜準夜出動理事が 1時間早く出動すること、及びその出動費（3,000円）を支給すること

が承認された。 

 

 

 

 

 

 

 



12 

 

 

 

豊島区薬剤師会の活動（４月） 

 

 

４／ ６  池袋あうる薬局運営委員会 

 ８  東京都薬剤師会 地区及び職域薬剤師会会長会 

 １２  豊島区薬剤師会 理事会 

 １３  東京都薬剤師会 医療保険地区指導者講習会 

 １５  豊島区医師会 休日診療所連絡会 

 ２０  豊島区薬剤師会 学術勉強会 

 ２１  西部多職種連携の会 コアメンバー会議(ＷＥＢ) 

 ２６  いけよん包括 コアミーティング 

 ２６  豊島区薬剤師会 実務実習生 集合研修 

 ２７  池袋保健所 保健福祉部 新管理者挨拶 



13 

 

医薬品分割販売利用案内 

令和元年１０月 

公益社団法人豊島区薬剤師会 会長 

豊島区医薬品・情報管理ｾﾝﾀｰ ｾﾝﾀｰ長 

 

※要遮光の医薬品（散剤、顆粒、ドライシロップ、水剤）について、仕切り書と薬ラベルに「遮光」

と記載することにしました。保存に関しては各薬局にて管理をお願いいたします。 

 

１． 分割販売品目 

医薬品約１８００品目、投薬ビン・軟膏壺などの医療材料 

 

豊島区薬剤師会ホームページに販売品目リストを掲載しております。 

 

２． 販売単位 

錠剤・カプセル ・・・・・・・・ １錠・１カプセル単位 

散剤・顆粒・ドライシロップ・・・ １ｇ単位（バラ）、1包単位（分包品） 

水剤 ・・・・・・・・・・・・・ １ｍｌ単位（バラ）、1包単位（分包品） 

軟膏・クリーム ・・・・・・・・ １ｇ単位（バラ）、1本単位（チューブ） 

点眼・点耳・吸入 ・・・・・・・ １本単位 

ハップ剤 ・・・・・・・・・・・ １袋単位 

坐剤 ・・・・・・・・・・・・・ １個単位 

医療材料等・・・・・・・・・・・ １個単位 

 

容器が必要な場合は、所定の容器（有料）を使用いたします。 

 

３． 販売価格 

医薬品・・・・・・・・・  薬価（消費税込） 

その他（医療材料等）・・・ 取扱品目リストに掲載 

 

４． 手数料 

豊島区薬剤師会 会員  ・・・・・・ 無 料 

区外 東京都薬剤師会 会員  ・・・ １回  １１０円（消費税込） 

その他医療機関     ・・・・・・ １回 ２２００円（消費税込） 

 

５． 検収・返品 

医薬品受領時に必ずご確認いただき受領印もしくは自署をお願いいたします。 

品質管理上、返品はできません。 

ただし、メーカー回収の場合は、この限りではありません。 

 

※使用期限が２ヵ月未満の場合は事前に確認の連絡をさせていただきます。 

２ヵ月以上でも期限の確認が必要な方は発注書の備考欄にその旨をご記入ください。 
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６． 発注方法 

注文方法  ： 専用の発注書に必要事項を記入のうえ、ＦＡＸにてご注文ください。 

       （電話での注文はお受けしておりません。） 

受付時間  ： ９時 から １６時３０分 月曜日～土曜日 

受取時間  ： ９時 から １７時    月曜日～金曜日 

       ９時 から ２１時３０分 土曜日・日曜日・祝日 

 

※年末年始、棚卸等により臨時休業する場合があります。（ホームページでご確認ください） 

※指定の発注書は、ホームページよりダウンロードできます。 

 

７． 利用者の確認事項 

初回利用時には、開設許可証の写しをご提出いただきます。 

また、都薬の会員証をお持ちの方は会員証の写しもご提出ください。 

なお、豊島区薬剤師会会員の方は提出不要です。 

 

その他開設許可更新等、管理センターが開設許可証の確認が必要と判断した場合には、 

再度ご提出いただくことがあります。 

 

８． 支払い方法 

豊島区薬剤師会会員は、原則として月末日締めの「翌月口座引落」となります。 

その他の方は、「薬品受け取り時に現金支払い」となります。 

 

 

＊ 管理センターでは、会員様の要望のあるものにつきまして、取り扱いを検討し、採用するか否か

を決定する資料として使用します。つきましては下の要望書に記入し、あうる薬局に提出してく

ださい。ＦＡＸでかまいません。 

 

＊ 集計管理上、１枚１品目とし、複数の場合はコピーしてお使いください。 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（きりとり）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

医薬品管理センター取り扱い要望書 

 

令和  年  月  日  

 

 

薬局名                             印  

 

 

以下の製品の取り扱いを要望します 

 

 

製品名                               規格 
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管理センター取り扱いリスト追補 

＊ 新規取り扱い（過去に中止または停止したものの再開、リスト作成時に漏れたものも含む） 
 製品名 小分単位 備考 

内 アゾセミド錠６０ｍｇ「ＤＳＥＰ」 錠  

内 アトモキセチンカプセル５ｍｇ「サワイ」 Ｃ  

内 アプリンジン塩酸塩カプセル２０ｍｇ「ＮＰ」 Ｃ  

内 オパルモン錠５μｇ 錠  

内 カボメティクス錠２０ｍｇ 錠  

内 サインバルタカプセル２０ｍｇ Ｃ  

内 サリチル酸「ケンエー」 ｇ  

内 ゾコーバ錠１２５ｍｇ 錠  

内 タダラフィル錠５ｍｇＺＡ「サワイ」 錠  

内 バフセオ錠１５０ｍｇ 錠  

内 バルプロ酸ナトリウム錠２００ｍｇ「ＤＳＰ」 錠  

内 ビムパット錠１００ｍｇ 錠  

内 プラケニル錠２００ｍｇ 錠  

内 フルセミド錠４０ｍｇ「ＮＩＧ」 錠  

内 マリゼブ錠１２．５ｍｇ 錠  

内 ミカトリオ配合錠 錠  

内 オルテクサー口腔用軟膏０．１％５ｇ 本  

外 ジクロフェナクＮａゲル 1％「日本臓器」２５ｇ 本  

外 ニプラジロールＰＦ点眼液０．２５％「日点」５ｍｌ 本  

外 マクロゴール軟膏*（日興製薬） ｇ  

外 メノエイドコンビパッチ 枚  

外 リバスチグミンテープ 4.5mg「サワイ」 枚  

注 トレシーバ注フレックスタッチ 本  

注 ペンニードルプラス３２Ｇ １４本 袋  

注 ペンタサ注腸１ｇ 個  
 
＊ 取り扱い中止 

 製品名 備考 

内 アストーマ配合カプセル  

内 カバサール錠０．２５ｍｇ  

内 酸化マグネシウム錠３００ｍｇ「ヨシダ」  

内 硝酸イソソルビド徐放カプセル２０ｍｇ「ＺＥ」  

内 ソロン錠５０  

内 ダーブロック錠６ｍｇ  

内 タリオン錠５ｍｇ  

内 パントシン散２０％  

内 フェキソフェナジン塩酸塩ＤＳ５％「トーワ」  

内 フラビタンシロップ０．３％  

内 マグテクト配合内服液  

内 マリゼブ錠２５ｍｇ  

内 ミノサイクリン塩酸塩錠１００ｍｇ「サワイ」  

内 ミルマグ錠３５０ｍｇ  
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外 ビソノテープ８ｍｇ  

外 フラビタン眼軟膏  

外 ベストロン耳鼻科用１％  

外 ボンアルファ軟膏２μｇ/ｇ  

 

 

 

 








